
ＩＮＲの子どもたちが ルーツのある国

•中国 ・韓国・朝鮮

•ブラジル ・フィリピン

•フィジー ・ ニュージーランド

•ミャンマー
   

 

☆松原市の国際教室の紹介  

インターナショナルルーム（松原南小） 

恵我南小（チャオリャン教室） 

松原東小（国際教室） 

6中（ユニバーサルルーム） 

7中（インターナショナルスタディズルーム） 

 

≪インターナショナルルーム≫ 

・20名～25名 

                        ・7割の保護者が外国で生まれ渡日 

                                              そのうち半数が大人になってからの渡日 

                                              ・家庭内言語は、母語のみが全体の 4割 

                                母語寄りの複言語が 3割、残りは日本語 

                                ※助詞･形容詞･最後まで伝えきることが弱い 

                                        ☆気持ちを表す言葉･その場に合う話し方の指導 

                              ☆ＳＯＳを発信できるような手立てが必要 

 

 

                                  ・日本語が出来るか否かで、その人を判断されがち。 

  ・子どもは 日本語が得意になり、母語の方が得意な       

                                            親との意思の疎通がスムーズでなくなる。 

                                             (わかってくれへん)(言うてもしゃあない) 

                                            ➡話さなくなる。友だちの前では、恥ずかしがったり 

隠そうとすることもある。 

            

 

 

☆母語教室 

・母語とは…家族のふるさとのことば 

・母語教室では、家族のふるさとのことばと、 

その国の文化を学ぶ 

・放課後 月 1回 年間 10回 

 

 

 

☆交流会＝つながることの大切さ （仲間は、人生の宝者） 

《校内 インターナショナルルーム交流会》 

・友達を 1人誘って一緒に参加. 

自己紹介をし、色々な国の料理や遊び、歌などをみんなで楽しむ。 

・保護者・教職員・母語教室の先生・通訳の先生も参加する。 

      

 



    

    

《中学校区 交流会》 

・小学校２校中学校１校で年 1回実施。保護者と教職員も参加できる。 

・司会は中学生、自己紹介と、各校から母語での読み聞かせや、みんなで楽しめるゲームなどの 

        出しものをし、みんなで楽しい時間を共有する。 

 

《松原市 国際交流キャンプ》2６年前から継続 

       ・市内 5年生から中 3生までの、外国にルーツのある児童が対象。 

       ・友達を１人誘って一緒に参加できる。（教師各校 2名引率する） 

       ・松原市の建物、奈良県の宿泊施設に一泊する。 

       ・キャンプに向けて、自己紹介を含めた作文を 各校で書いて参加する。 

        （自分のルーツやキャンプに臨む気持ち、悩んでいることなどを書いてくる子も多くいる） 

       ・同じ学年の横割りグループや、5年生から中 3生までの縦割りグループに分かれて、 

ハートビーイング（心ほぐし活動）、飯盒炊飯、すいか割り、川遊びなどを体験し、夜のミーティングで 

先輩講師（キャンプに参加して育った高校生や大学生）からの聞き取りと交流 

       ・教職員と先輩講師による、反省会と意見交流 

       ・全体交流会 

    

☆仲間の存在は 

・同じ気持ちを持っている 

・わかろうとしてくれる 喜び 

・知ってくれているという 安心感 

・もっと伝えたい（知ってほしい）という気持ちを 

高めてくれる 

 

       

                                               ☆多文化共生とは 

国籍や民族などの異なる人々が 互いの文化的違いを 

認め合い、対等な関係を築こうとしながら、地域社会の 

構成員として共に生きていくこと 

                                  総務省多文化共生の推進に関する研究会より 

・各教科で多文化に触れる視点が大切 【カリキュラムマネジメント】 

                                               ・ちがいドキドキ多文化共生ナビの活用 

 

                                              

 

 

 

 

  

                                         



 

                                    

                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

☆その子の背景を知る                   

・必要な情報が、必要としている人に届いているか 

                                              ・安心感をもって暮らせているのか 

                                              ･互いに伝えたいことが十分に伝えられているのか 

                                              ・本当に困っていることを伝えようと思える 

信頼関係の構築は、日々の細かな心くばりから 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆おわりに 

 ・自分のルーツを知るために、聞き取りをし掘り起こしをする。そこをくぐった子とそうでない子とでは、 

  ゆれたときに、大きく違ってくる。仲間の存在をたくさん感じさせてあげる 

 ・周りの子をどう育てるかは、互いにとって大切なこと。将来のモデルや展望となる先輩や大人の存在が必要。場の設定 

 ・自分のもちあじの自覚をし、互いのもちあじの尊重をすることが大切 

 ・もちあじや文化に優劣はない。 

 ・好きなことがあれば頑張れる。楽しいことをみつけてあげる。 

 ・その子が発した一言から、想像力を働かせて尋ね、本音を引き出す。 

 ・アイデンティティは、他者との関係によって育ち、溢れ出てくるもの。 

 ・傷ついたとき、落ち込んだとき自分に誇れるものとして、進んで行ける力をつけたい。 

 ・ルーツは、自分を守ってくれるもの 



  ≪お勧めの文献≫ 

☆サバイバル日本語   

・ようこそＯＳＡｋＡへ パートⅢ （ダウンロード可） 

・みえこさんの日本語       （ダウンロード可） 

・外国人の子どものための日本語 こどものにほんご 子どもの日本語研究会著 

・かんじだいすき  日本語をまなぶ世界の子どものために 

・にほんごを使いこなすことばプリント 深谷圭助 小学館 

・たのしく勉強できる小学生の重要語句クロスワード１・２・３年生 深谷圭助監修 池田書店  

 

    ☆多文化共生     

・ちがいドキドキ多文化共生ナビ ～在日外国人教育実践プラン集～ 

        ・国際理解ハンドブック「○○と出会おう」シリーズ（国土社 

・「世界とであう えほん」(パイインターナショナル)  

・「せかいちずえほん」(パイインターナショナル)  

        ・「せかいの図鑑」（小学館の子ども図鑑プレＮＥＯ） 

        ・「世界のお弁当～心をつなぐ味レシピ 55～」河出書房新社 

        ・「教室で使うみんなのことば」5冊セット 文研出版 

        ・まんが「クラスメイトは外国人」明石書店  

≪絵本≫ 

 ・「ふたりのサンドウィッチ」ＴＯブックス刊  

        ・「おんなじ、おんなじ！でも、ちょっとちがう！」 光村教育図書 

        ・「はがぬけたらどうするの？」  

        ・「しあわせになあれ」瑞雲舎 ≪大切な名前についての学習にお勧め≫  

        ・「ランカ：にほんにやってきたおんなのこ」偕成社 

         ≪外国からの直接編入があったときには特におすすめ≫ 

     

☆その他  

・こどものための防災教室 身の守り方かたがわかる本 今泉マユ子著 理論社 

        ・「いま、どんなきもち？」実践のススメ 沖本和子編著 解放出版社 

        ・入門・やさしい日本語 外国人と日本語で話そう 吉開 章著 アスク出版 


